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オープン RAN の概要

O-RAN は、完全に分離されたモジュール型の O-RAN ネットワーク機能で構成される O-RAN ベースのプログラマブルネット	
ワークの展開を可能にするために、明確に定義された仕様を業界に提供しています。これらのネットワークは、クラウドベー	
スの仮想システムで実行され、オープンインターフェイス上でマルチベンダーおよび相互運用可能になるように設計され	
ています。オープン RAN を使用すると、オペレーターは、同じインフラストラクチャを介して混合ユースケースを提供するた
めの鍵となる混合ベンダーのネットワークとネットワークスライシングを設計および展開できます。

オープンフロントホール

オープン RAN オープンフロントホールは、中央集約型ベースバンドユニットが共通公衆無線インターフェイス（CPRI）を介し
てリモート無線装置を制御していた、従来の RAN フロントホールトポロジーの進化形です。ただし、より高い帯域幅容量と相
互運用性が必要な場合は、さまざまなインターフェイススプリット、オープンネットワーク要素、およびプロトコルプレーンを
備えた新しいオープンフロントホールを必要とします。

VIAVI OneAdvisor 800 は、効果的なネットワーク展開のためにオープン RAN  
無線を検証およびトラブルシューティングするための理想的なポータブル型テスト	

ソリューションです。ネットワーク統合中のセルサイトの再訪問をなくし、ネット	

ワークの可用性を向上させ、導入コストを削減します。

RAN およびオープン RAN ネットワークトポロジー
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従来のフロントホールアーキテクチャは CPRI に基づいており、無線要素はベースバンドユニット（BBU）からの制御信号
と、BBU との間のダウンリンクやアップリンクなどのユーザー信号の通信をそれぞれ受信するように設計されていました。主
な機能は、キャリアの割り当て、増幅、フィルタリングのためのデジタル/アナログ変換とアナログ信号管理を実行することでし
た。

5Gアプリケーションの導入、たとえば、超高信頼性低遅延、大規模なマシンタイプの通信、強化されたモバイルブロードバン
ドは、無線要素の新しい一連の要件と、フロントホールの機能分割に新しい考慮事項をもたらします。それには、以下が含ま
れます。

a. より多くのアンテナとより広いチャネルをサポートするための帯域幅容量の増加

b. 無線要素とベースバンドユニット間のサポート距離の増加

c. 低遅延アプリケーションのための遅延、タイミング、およびジッターの削減

d. 無線要素を可能な限りシンプルに保つことと、コスト、サイズ、重量、消費電力の削減

上記の考慮事項は、相互運用性のためのオープンインターフェイスを持つことに加えて、フロントホールの下位レイヤー分割
の定義を推進しました（オプション 7）。
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オープン RAN フロントホールの機能分割

オープンRANオープンフロントホールアーキテクチャは、O-
DU および O-RU 要素を次のように定義します。

 y Open RAN 分散ユニット（O-DU）は、下位レイヤーの機能
分割に基づく RLC/MAC/High-PHY レイヤーをホストする
論理ノードです。

 y Open RAN 無線ユニット（O-RU）は、下位レイヤーの機能
分割に基づく Low-PHY レイヤーと RF 処理をホストする
論理ノードです。
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オープンフロントホールには、下位レイヤー分割インターフェイス上の制御ユーザー同期（CUS）プレーンと管理（M）プレー
ンが含まれます。オープン RAN は、これらのインターフェイスプレーンを次のように定義します。

	y コントロールプレーン：IQ サンプルデータ（ユーザープレーンの一部）を含まない、O-DU と O-RU 間のリアルタイム制御
を指します。

	y 管理プレーン：O-DU と O-RU 間の非リアルタイムの管理操作を指します。

	y 同期プレーン：O-RU または O-DU から同期コントローラー（一般的には、IEEE-1588 グランドマスター）へのトラフィック
を指します。

	y ユーザープレーン：O-DU と O-RU の間で転送される IQ サンプルデータを指します。

オープンフロントホールの機能/性能

U プレーン

FET 周波数領域の DL IQ データ

FET 周波数領域の UL IQ データ

PRACH IQ データ

C プレーン

スケジューリングコマンド（DL および UL）および

ビームフォーミングコマンド

M プレーン
SSHv2 を使用した NETCONF

S プレーン
タイミングと同期

O-DU O-RU

コントロールプレーン

	y ダウンリンクとアップリンクの両方のデータ転送用のオープ
ン RAN フロントホールのパケットスケジューリングコマンド
	y ビームフォーミングコマンド

ユーザープレーン

 y FFT 周波数領域の DL および UL IQ データ

	y アップリンクの PRACH IQ データ

同期プレーン

	y タイミングと同期データ

管理プレーン

 y DU が提供する静的 O-RU 構成
– 無線パラメータ：周波数帯域、アンテナ数、電力レベル
– トランスポート設定：イーサネット、VLAN、eCPRI 設定

 y O-RU 管理（PM カウンター、アラーム、SW 更新、デバッグ）
 y O-RU 状態変更通知（同期）

サービスプロバイダーは、5G ネットワークを LTE ネットワークの進化として、共有インフラストラクチャ（動的スペクトラム共
有）として、または5G テクノロジーがもたらす利点を最大限に活用する新しいテクノロジーとして、5G ネットワークを展開し
ています。すべてのコンポーネントをテストして、サイトの再訪問を最小限に抑え、サービス展開の遅延を回避し、サービス利
用の一時的中断を減らし、さらにはコンポーネントの良品返品（NTF）を減らすことによって、展開を効果的かつ効率的に実
行することが不可欠です。
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オープン RAN 無線の検証

無線の展開は、明確に定義されたプロセスで実行されます。これには、通常、次の 3 つのフェーズが含まれます。

1.	 セルサイトの設置：セルサイトの建設、ファイバーと電源ケーブルの展開と接続、および各セクターの無線とアンテナの
装着が含まれます。

2.	 セルサイトのコミッショニング：BBU や CU などのネットワーク要素とその無線機とのインターフェイスの設定、サービ
スのターンアップ、およびサービス検証の実施。

3.	 セルサイトのチューニング：必要に応じてアンテナをチューニングし、設置上の問題を解決します。

モバイルサービスプロバイダーにとっての主要な課題は、この導入プロセスにかかる全体的な時間と、収益を迅速に実現
し、競争力を維持し、顧客離れを最小限に抑えるための要件です。

セルサイトの展開プロセス

1.	 無線ユニットの電源を入れて、正
しく機能することを確認します。

2. SFP が正しいレートにチューニ
ングされている/動作しているこ
とを確認します。

3.	 ファイバーに問題がないことを
確認します。

その結果、プロバイダーは以下を実現
します。

	y トラブルシューティングや手直しのた
めにサイトに戻ることの回避

	y 市場投入までの時間の短縮

	y コストの削減

OneAdvisor 800を O-DU エミュレーションとともに使用
すると、セルサイトの作業者は、オープン RAN 無線検証
の合理化されたプロセスに従うことになります。
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合計導入時間は、多くの要因によって異なります。

	y 導入時間（ti）セルサイトの許認可、構築、および複雑さにより、数週間から数か月まで変動します
	y 導入からコミッショニングまでの時間（tn）は、平均 15～30 日です。工事事業者とネットワークコミッショニングのスケジュー
ルと優先順位は異なります
	y コミッショニング時間（tc）バックホールのパフォーマンスと潜在的なトラブルシューティングの問題により、数日から 1 週間
かかります
	y コミッショニングからサイトチューニングまでの時間（tmは、平均 15～30 日です

	y サイトチューニング（tt）は、修理および交換部品の入手可能性により、数日から数週間まで変動します

合計導入時間（T）は、合計で数か月になります。T = ti + tn + tc + tm + tt. この延長された時間は、携帯電話事業者に財務的に
大きな影響を与える可能性があります。サービスを提供したり料金を請求したりすることはできず、既存の顧客を他のモバイ
ルサービス事業者に引き渡すことになるリスクがあります。

セルサイトの展開プロセス 日数 収益の喪失 解約コスト 労働 機会費用

ti：導入時間 7 $11,667 $233 $11,900

tn: コミッショニングの時間 7 $11,667 $233 $11,900

tc：コミッショニングの時間 30 $50,000 $1,000 $51,000

tm：タワークルーの時間 30 $50,000 $1,000 $51,000

tt：修理とチューニングの時間 1 $1,667 $3 $1,700

タワークルーの再訪 1 $3,000 $3,000

合計時間とコスト 76 $125,000 $2,500 $3,000 $130,500 

表1. セルサイト展開のコストシナリオ

上記のモデルに関する考慮事項は次のとおりです。
	y 収益の喪失 = 1 日あたりの ARPU x サービス加入者数。ここで、代表的な 1 月あたりの ARPU（ユーザーあたりの平均収
益）は、1,000のサービス加入者に対し、$50.00 つまり 1 日あたり $1.67です。

	y 解約コスト = 収益 x 2 %（解約率）
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O-DU エミュレーションを使用したセルサイトの展開

O-DU エミュレーションを備えた OneAdvisor 800

O-DU が O-RU と通信して機能テストを実行する必要があるため、サイトのチューニングまたは導入の検証は現在、プロセ
スの第 3 フェーズとして実行されています。ただし、O-DU をエミュレートしてインストールフェーズで O-RU 機能を実行で
きる場合は、このプロセスをなくすことができます。事実上、導入時にターンアップと検証を行うことができます。
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O-DU エミュレーションがサービスプロバイダーにもたらす主な利点は、時間通りのネットワーク展開とセルサイトの導入コ
ストの削減です。いくつかの重要な価値領域は次のとおりです。

	y 適切な無線がすべてのセクターにインストールされていることを確認することにより、セルサイトの再訪問を減らします。

	y 適切な同期を検証し、セル間の干渉を回避することにより、サービスの可用性を保証します。

	y コンポーネントの良品返品をなくし、O-RU に適切な SFP コンポーネントがインストールされていることを検証します。

 y O-RU が適切な光パワーレベルを確実に受信できるようにすることで、サービスの劣化を最小限に抑えます。

O-DU エミュレーションは、5G セルサイト展開ののオールインワンのテストソリューションとなるように開発され、VIAVI 
OneAdvisor に組み込まれました。O-DU エミュレーションの主なテスト機能は、オープン RAN フロントホール M プレーン
に関連しています。

O-DU エミュレーションで達成されるコスト削減は、多額になる可能性があります。表1のコストシナリオを検討すると、O-DU 
エミュレーションは、導入時間を 31 日削減し、セルサイトあたり $54,000 の機会費用の節減を生み出します。

セルサイトの展開プロセス 日数 収益の喪失 解約コスト 労働 機会費用

ti：導入時間 7 $11,667 $233 $11,900

tn: コミッショニングの時間 0 $0 $0 $0

tt：修理とチューニングの時間 1 $1,667 $33 $1,700

tc：コミッショニングの時間 7 $11,667 $233 $11,900

tm：タワークルーの時間 30 $50,000 $1,000 $51,000

タワークルーの再訪 0 $0 $0 $0 $0

合計時間とコスト 45 $75,000 $1,500 $0 $76,500

表2. O-DU エミュレーションを使用したセルサイト展開のコストシナリオ
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O-DU エミュレーション テストの内容

O-RU の一般情報
シリアル番号、SW バージョン、ビルドコードメーカー、MAC アドレス、IP アドレス、	
M プレーンバージョン、CUS プレーンバージョン

O-RU SFP 情報 モデル、ポート、ベンダー、Rx パワー、Tx パワー、温度
O-RU M プレーン機能 カテゴリー、ポート、ストリーム、PA アンテナあたりの最大パワーと最小パワー
O-RU M プレーンバンド 帯域数、UL および DL の周波数範囲、および帯域幅
O-RU M プレーンの PTP プロファイル 有効な DL および UL 数、プロファイル
O-RU M プレーンの遅延プロファイル UL および DL 遅延

O-DU エミュレーションは、5G セルサイト展開のオールインワンテストソリューションとなるように開発され、VIAVI OneAdvisor  
に組み込まれました。O-DU エミュレーションの主なテスト機能は、オープン RAN フロントホール M プレーンに関連してい
ます。

モデルとファームウェア SFP 
光パワー Tx/Rx

カテゴリーと電力範囲

RF 帯域と帯域幅 UL と DL

PTP 属性と遅延
プロファイル

O-DU エミュレーションを備えた OneAdvisor 800

アンテナ

O-RU

O-DU エミュレーションを備えた OneAdvisor 800 の主な利点

表3.  O-DU エミュレーションテスト
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OneAdvisor 800 オールインワンセルサイト展開の検証

セルサイトの xhaul インフラは、O-CU、O-DU、O-RU などの複数の要素間のファイバーのリンクで構成されています。

端面検査

送信機、ファイバーのリンク、および受信機間の光伝送システムの信号劣化の最も一般的な原因は、ファイバーコネクターの
汚れであり、コネクターが環境にさらされると非常に簡単に汚染される可能性があります。

したがって、ファイバーのリンクで許容可能な挿入損失および反射損失を達成するための最初のステップは、ファイ	
バーマイクロスコープ、P5000i または 標準ベースの合否測定を実行し、結果を収集し、包括的な完了レポートを作成でき
る、FiberChek を備えた OneAdvisor 800 を使用して、ファイバーコネクターの端面を検査することです。

OneAdvisor 800 端面検査
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ファイバーの特性評価

ファイバーは、小規模セルやマクロセルから分散型アンテナシステム（DAS）、集中型無線アクセスネットワーク（C-RAN）に至
るまで、あらゆる種類のセルサイトで広く使用されています。ファイバーのリンクの特性評価を行う最も効果的な方法は、光
時間領域反射率計（OTDR）を使用することです。

OneAdvisor 800 には OTDR モジュールを搭載でき、シングルモードないしマルチモードファイバーのファイバーテストを
シンプルかつ高速で、コスト効果に優れた方法で実行できます。

OneAdvisor 800 ファイバーの特性評価 – OTDR

エンタープライズ
およびデータ
センター
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ケーブルおよびアンテナ分析

OneAdvisor  800は、ケーブルおよびアンテナアナライザモジュールを装備し、セル作業者が、ケーブル、ジャンパー、フィ
ルター、デュプレクサ,アンテナなどの RF デバイスである無線とアンテナとアンテナ間の接続性を検証できるようにするこ
とができます。OneAdvisor 800 は以下と測定できます。

	y 反射損失および VSWR

	y 障害までの距離（DTF）

	y ケーブル損失

OneAdvisor  800のユーザーフレンドリーな GUI は、直感的な合否結果を提供し、問題を即座に特定します。これにより、
作業者はセルサイトが同軸伝送仕様を満たしているかどうかを容易に判定できます。

OneAdvisor 800 同軸ケーブルとアンテナの分析 – 反射損失
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オープン RAN 無線の検証

O-DU エミュレーションを備えた OneAdvisor 800を使用すると、セル作業者は次のような O-RU の接続性とプロファイルを
検証できます。

 y O-RU の接続性：通信、光パワー Tx/Rx（SFP）

 y O-RU プロファイル：無線モデル、シリアル番号、ソフトウェア、MAC および IP アドレス、動作帯域

 y O-RU の同期とタイミング：PTP および SyncE の検証

OneAdvisor 800 オープン RAN O-DU エミュレーションの検証
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Job Manager と StrataSync を使用したテストプロセスの自動化

VIAVI のテストプロセスの自動化を使用すると、セル作業者は確実に導入およびメンテナンステストを実施できます。

	y モバイル事業者のテスト基準に準拠

	y 全無線タイプ（LTE、5G）およびトポロジー（マクロセル、スモールセル、C-RAN、DAS）に対応

	y シンプルな合否インジケータを使用して、テスト結果を StrataSync クラウドに自動的にアップロード

Job Manager

VIAVI の Job Manager は、テストプロセスを自動化し、モバイルネットワーク運用チームとセルサイト構築チームにセルフガ
イド付きのテストソリューションを提供して、セルサイトの導入とメンテナンスのフィールドでの効率を向上させます。

Job Manager は、プロセス全体を自動化し、モバイルオペレータの要件に従って適切なテストシーケンスが実行されるよう
にします。さらに、設定時間を最小限に抑え、テスト結果を一貫性のある統合レポートにフォーマット化します。

 

OneAdvisor 800 Job Manager

Job Manager
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StrataSync（ストラタシンク）

StrataSync は、テストセットの管理、テストの設定、データ管理、テスト結果などのテストソリューションを一元的に管理する
クラウドでホストされたシステムです。

Stratasync は、電子メールの送信、手動のテスト手順、手動のレポート統合、テストソリューションの可用性、および校正が必
要なテストデバイスをなくすように設計されています。

 

StrataSync - 資産の管理

VIAVI StrataSync 
対応

より迅速な作業速度
テストの実行や実行方法の学習に
費やす時間を排除

トレーニングコストの低減
経験の浅い作業者も、わかりやす
いプロンプトですばやく稼働可能

一貫性の向上
作業者のスキルや経験に関係なく、
一貫性のある再現可能な結果の取得
が可能

安心感
テスト結果は自動的に StrataSync 
クラウドにアップロードされます
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